
【確認○×クイズ】

（全１０問）

令和6年度愛媛県中予保健所
感染症対策マネージャー養成研修会（ベーシックコース）

挑戦してみましょう！



Q1：

インフルエンザの治療には、

抗菌薬を使用する。○か×か

感染症の基礎知識



A１：✕

インフルエンザは

ウイルス感染症です。

ウイルス感染の治療には、

抗菌薬は使用しません！

感染症の基礎知識



Q2：

ノロウイルス感染の入所者のケアをした後
は、流水による手洗いを行う。○か×か

感染症の基礎知識



A2：〇

ノロウイルスはアルコールが
効かないため、

手指衛生は流水手洗いを行う。

感染症の基礎知識



Q３：

感染症のない患者さんの病室内清掃の後で
も手指消毒をする必要がある。○か×か

手指衛生



A３：〇

患者さんの感染症の有無に
かかわらず、全ての患者さ
んに対して手指衛生を含め
た標準予防策を行う必要が
ある

手指衛生5つのタイミングの5：

患者周辺環境への接触後のタイミング

手指衛生



Q４：

擦式アルコール手指消毒薬は、
石けんと流水による手洗いと比較し、
手荒れしやすい。○か×か

手指衛生



A４：×

擦式アルコール手指消毒薬には皮膚保護・
保湿剤が含まれており、石けんと流水によ
る手洗いに比べて手荒れしにくいと言われ
ている

手指衛生

引用資料：INFECTION CONTROL別冊 高齢者施設＆療養型施設“誰でもわかる”感染対策マニュアル



Q５：

おむつ交換を複数の患者に連続して行う場
合、手袋は交換しなくてよい。○か×か

感染予防策



A５：×

手袋をつけっぱなしにすると手指衛生の機
会が失われ、他の患者や環境に微生物を拡
げる可能性がある

感染予防策



Q６：

手袋・マスク・ガウンを脱衣する際、
一番初めに外すのはガウンである。

○か×か

感染予防策



A６：×

汚染されている可能性の
高い順番に外すことが基
本である

一番汚染している可能性
が高い手袋から外してい
く

感染予防策

INNFECTION CONTROL 別冊 ⾼齢者施設＆療養病院“誰でもわかる”感染対策マニュアル、メディカ出版より作成



Q７：

環境清掃は一番汚れている箇所から始めて、

汚れをしっかり落とすため一度拭いた箇所
を何度か往復して拭くとよい。○か×か

環境整備



A７：×

環境清掃は清潔箇所から汚染箇所へ向かっ
て一方向で行う

汚染を広げないため、拭いたところには戻
らない

環境整備



Q８：

ノロウイルスと診断された利用者が使用し
ている部屋の環境整備は、

除菌のためアルコール含有クロスを用いて
行う。○か×か

環境整備



A８：×

アルコールはノロウイルスに対して消毒効
果が弱いため、次亜塩素酸ナトリウム（ま
たはペルオキソー硫酸水素カリウム製品）
を用いる

環境整備



Q９：

職員が体調不良時に無理して出勤しない事
は、感染症を持ち込まない対策として有効
である。○か×か

健康管理



A９：○

入所者さんに最も近い距離で
日常ケアを行う職員からの感
染症の持ち込みリスクは高い
ため、体調不良時は無理に出
勤しないようにしましょう。

体調不良時に職員が相談し休
みやすい環境を整えましょう。

健康管理

東京都保健医療局感染症対策部令和６年２月高齢者施設・障害者施設向け 感染症対策ガイドブック
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/kansenshoguidebook.files/20240201zentaiver.pdf



Q10：

入所者に発熱や咳など感染症を疑う症状が
あったが、診断がついてから感染対策を開
始した。○か×か

健康管理



A10：×

診断がつくまでの間にも感
染拡大する恐れがあるため、
疑いの段階から、個人防護
具の着用や移室の検討など
感染対策を開始しましょう。

他にも同じような症状の人
がいないか確認しましょう。

健康管理



全問正解出来ましたか？

間違えた問題があれば、

それぞれの講義をもう一度見直して

確認しておきましょう！

答えは各講義の中にあるよ！

Q１・Q２ ⇒ 講義１ 感染症の基礎知識
Q３・Q４ ⇒ 講義２ 手指衛生
Q５・Q６ ⇒ 講義３ 基本的な感染予防策
Q７・Q８ ⇒ 講義４ 環境整備
Q９・Q１０ ⇒ 講義５ 入所者・職員の健康管理


